
大腸内視鏡検査
便潜血検査で陽性となっ
た場合の二次検査など
で行われます。

廣田　茂 副院長

中谷研介 先生

胃内視鏡検査・大腸内視鏡検査・胃瘻造設

ゆきぐに大和病院か

らお二人の先生が診

療と検査を行います。

胃内視鏡検査
経鼻胃内視鏡（鼻から入れる胃カメラ）導入に
より検査がより楽に受けられるようになりました。

体の表面から胃の内部へチューブを入れ、流動食の注入な
どを行います。内視鏡を使った手術で造設しています。

いろう

胃瘻（イロウ）造設
（城内病院内視鏡室）
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尿
は
腎
臓
で
作
ら
れ
、
尿
管
・
膀
胱
・
尿

道
を
通
っ
て
排
泄
さ
れ
ま
す
が
、
尿
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
尿
酸
な
ど
が

腎
臓
で
結
石
と
な
り
腎
臓
、
尿
管
、
膀
胱
に

と
ど
ま
る
も
の
を
尿
路
結
石
と
い
い
、
古
く

は
紀
元
前
4
8
0
0
年
の
ミ
イ
ラ
よ
り
膀

胱
結
石
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

腎
臓
と
膀
胱
の
間
の
尿
管
に
あ
る
結
石
が
尿

管
結
石
で
、
わ
き
腹
か
ら
下
腹
部
に
か
け
て

激
し
い
痛
み
に
襲
わ
れ
る
泌
尿
器
科
の
病
気

で
す
。

　
結
石
は
尿
に
溶
け
て
い
た
塩
類
が
腎
臓
の

中
で
か
た
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
、
お
も
な

成
分
は
尿
酸
、
蓚
酸
、
炭
酸
な
ど
と
カ
ル
シ

ウ
ム
の
結
合
物
で
、
小
さ
い
ゴ
ミ
状
の
も
の

か
ら
、
大
き
く
な
る
と
１
セ
ン
チ
を
越
え
る

も
の
も
あ
り
、
20
〜
40
歳
ぐ
ら
い
の
働
き

盛
り
に
多
い
病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
症
状
は
、
突
然
襲
う
わ
き
腹
か
ら
下
腹
部

に
か
け
て
の
ズ
キ
ズ
キ
す
る
強
烈
な
痛
み
や

吐
き
気
・
嘔
吐
、
頻
脈
、
血
尿
な
ど
で
す
。

痛
み
や
吐
き
気
の
原
因
は
、
結
石
に
よ
っ
て

尿
管
が
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
、
腎
臓
か
ら
膀

胱
へ
の
尿
の
流
れ
を
さ
え
ぎ
る
た
め
に
生
じ

る
腎
臓
の
圧
力
の
増
大
で
、
こ
の
時
の
痛
み

を
疝
痛
と
い
い
、
背
中
や
肩
、
あ
る
い
は
、

下
腹
部
か
ら
外
陰
部
に
か
け
て
起
こ
り
、
そ

の
痛
み
は
強
烈
で
す
。
難
産
に
ひ
け
を
と
ら

な
い
痛
さ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
痛
み
の
わ
り

に
は
危
険
性
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
治
療
法
は
、
保
存
療
法
と
し
て
痛
み
を
と

る
鎮
痛
消
炎
剤
の
服
用
、
坐
薬
の
使
用
あ
る

い
は
注
射
や
抗
け
い
れ
ん
剤
の
使
用
、
自
然

排
泄
を
促
進
す
る
た
め
、
痛
み
の
な
い
時
は

適
度
な
運
動
を
し
て
大
量
の
水
を
飲
ん
だ
り
、

点
滴
に
よ
っ
て
尿
量
を
増
や
す
（
直
径
５
ミ

リ
以
下
の
結
石
の
場
合
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

自
然
に
排
泄
さ
れ
な
い
場
合
は
、
外
科
的
治

療
と
し
て
体
外
か
ら
衝
撃
波
を
加
え
て
結
石

を
細
か
く
破
壊
し
、
自
然
排
泄
す
る
体
外
衝

撃
波
結
石
破
砕
術
や
内
視
鏡
や
開
腹
手
術
に

よ
っ
て
結
石
を
取
り
出
す
手
術
療
法
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
尿
酸
を
成
分
と
す
る
結
石
は
、

ク
エ
ン
酸
製
剤
な
ど
の
尿
ア
ル
カ
リ
化
剤
を

服
用
す
る
こ
と
で
、
結
晶
が
尿
に
溶
け
出
し

て
結
石
が
小
さ
く
な
り
か
な
り
の
改
善
が
み

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
に
は
尿
が
濃
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
行
い
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
摂
る
よ
う
に
し
、
結
石
が
小

さ
い
う
ち
に
排
出
さ
れ
る
よ
う
適
度
な
運
動

を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
他

の
病
気
を
合
併
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
結
石
が
で
き
る
原
因
を
調
べ
る
必
要

も
あ
り
ま
す
。

し
ゅ
う
さ
ん

せ
ん
つ
う

◎ボランティアさんには、外来では、院内のご案内や受
診申込み用紙の記入のお手伝い、療養病棟では、話し相
手や整髪、散歩、などにご協力いただいております。
　　
◎ボランティア導入からの１ヶ月
・ほぼ毎日おいでいただいています。
　みなさんのご協力に感謝しています。
・案内もこれまでは「あそこの角を左に曲がって…」と
　指差しての説明でしたが、その場所まで一緒に歩いて
　案内いただき、患者様も安心な様子です。
・散歩に多く出掛けられるようになり、入院の患者様か
　ら「楽しかった」と喜ばれています。
・ボランティアさんの姿に職員も我が身を振り返り、緊
　張感を感じながら働いています。
　　　
◎さらにボランティアさん募集中！
・市民の方にもっと市立病院を
　見て、知っていただきたいと
　思っています。
・少しでもボランティアに興味
　のある方はご連絡ください。
　説明を聞くだけでも結構です
　ので、お声かけください。
　　　
※患者様の「安全確保」や「個人情報保護」には細心の
　注意を払っております。

大和病院では、7月よりボランティアさん
においでいただき、患者サービスの向上
や病院の活性化を目指しています。



　薬局のメンバーは薬剤師1人、1日勤務の助手1人、半日

勤務の助手1人の3人です。薬は全て院内処方ですし、日曜・

休日以外休みがありません。薬剤師が休みのときは大和病

院より交代薬剤師が来ます。それによって大和病院と連携

を図っています。助手は交代人数がいないので二人で入れ

代わって休みを取っています。

　少ない人数で至らない点も多々あるかと思いますがよろ

しくお願いいたします。




